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馬の人に対する視覚・聴覚認知に関する研究
川嶋　舟*・福本瑠衣**・内山秀彦*†
（平成 25 年 5 月 23 日受付/平成 25 年 9 月 10 日受理）
要約：馬は使役動物として人の生活において重要な役割を担ってきた。近年では動物介在療法へも応用を広
げ，人と馬との新たな関係を構築しつつある。しかしながら，馬の認知能力については，科学的な研究不足
から長い間正しい理解がされずにいた。馬の認知能力を理解することは，飼育方法・訓練の効率化，飼育環
境の適切な改良，そして馬を用いた福祉的活動の発展といった応用につながると考えられる。そこで本研究
は，馬の認知能力の中でも，特に人の認識状況下における聴覚および視覚情報認知の関係性を明らかにし，
馬と人との関係性について考察することを目的とした。十分にトレーニングされた馬において，管理で用い
られる個体の呼称や指示に関する音声刺激を提示し，馬の行動を観察，得点化した。このとき実験補助者，
馬の管理者，既知の人物，未知の人物の音声刺激に対する得点の比較を行った。得られたデータから，耳の
動き，目線，接近行動に有意な点数の違いがみられた。耳の動きは，未知の者と比較したとき，有意に実験
補助者ならびに馬管理者の音声刺激に対する点数が高く注意を向けていた。また，目線は既知の者より未知
の者が有意に高い点数となり未知のものを注視した。さらに人に対する接近行動は，未知の者と比べ管理者
や既知の者の音声刺激に対し有意に近い位置を示した。これらの結果から，馬は聴覚，視覚によって人なら
びに状況を認知し，人物を弁別と記憶をしていることが示唆された。またその認知過程には第一に聴覚情報
を受容し，特に未知の者など認識がなく情報の一致性がない場合，視覚情報を用いてこの統合を行い，行動
に移行すると考えられた。これらのことは，馬との相互関係において，積極的に声をかけることが動物介在
療法など様々な活動下での対象者の認識を強め，あるいは信頼関係という領域を築く上で極めて重要である
と考えられる。
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緒　　　言
　馬は古くから人の生活に深く関わってきた動物である。
約 5500 年前から使役家畜として人とともに暮らし，移動
や輸送，駆動において重要な役割を担ってきた。近年では
動物介在療法などへも応用を広げ，人と馬との新たな関係
性を構築しつつある1）。しかしながら，馬の認知能力につ
いては，科学的な研究不足から長い間正しい理解がされず
にいた2） ものの，Kruge ら3） の馬の社会的認知についての
研究，あるいは Maros ら4） の人の指示や身振りに対する
馬の反応に関する研究など報告が増えつつある。馬の認知
能力を正しく理解することは，馬を用いた福祉的活動の発
展や，飼育方法・訓練の効率化，飼育環境の適切な改良な
どへの応用につながると期待されており1），これらの研究
は，療法としての乗馬やふれあい活動等のより実践的，臨
床的応用面においても高い意義があると言える。
　動物介在療法をはじめとした様々な活動において，介在
動物として馬を用いることは，背に乗ることができるとい
う機能的特徴だけではなく，精神福祉的側面において人と
動物との関係から得られる精神的な恩恵が極めて大きい。
この観点において，穏やかな気質と高い学習能力を持ち合
わせる馬は，従順で学習能力の高い犬と同様に人との関係
を深めることができる動物であるといえる。犬は人の笑顔
と無表情を弁別できること5），また人の音声から性別を認
識するといった報告6） から，人と動物間の信頼関係を築く
上で動物の社会的認知能力や識別能力が重要であることは
明白である。しかし，犬と同じように古来から人と密接な
関わりをもってきた馬において，同様の研究はほとんど行
われていない。馬が親しい人の足音が聞こえただけで嘶い
たという事例も実際の飼育現場において逸話的に知られる
ところがあり，人によって示す反応や態度が異なることが
多くの馬に関係する者によって証言されている。楠瀬7） の
報告では，新奇の環境に対する心拍数上昇の度合いに供試
馬の管理担当者と交流のない者との間に有意な差がみら
れ，馬は傍らにいる曳き手の存在を識別する能力があると
示唆されており，馬は人を明確に弁別していると考えられ
る。
　馬は感覚器が発達した動物である。中でも聴覚が特に発
達していると言われる。左右の耳を独立して可動させるこ
とができ，その可動域は 180 度で比較的正確な音源定位が
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可能である 1）。加えて，楠瀬8） は馬が音と結びつけて記憶
する能力に長けているとも報告している。また，聴覚と並
んで発達しているといわれているのが視覚である。馬は哺
乳動物で最大部類に属するほどの大きな目を持ち，350 度
にも及ぶ広い視野と犬や猫と比較しても優れた視力も持ち
合わせているとされる1）。馬はその他嗅覚なども含め発達
した感覚器を最大限に利用して環境適応しており，特に聴
覚や視覚による情報は人物を弁別し認知する上で重要な役
割を果たしていると考えられる。
　そこで本研究は，馬の人に対する弁別，認識能力におい
て特に聴覚と視覚に着目し，その認知的関係性を明らかに
することを目的とする。十分にトレーニングされた馬にお
いて，管理で用いられる様々な指示に対する馬の行動を測
定し，このとき親しく日常的に関わる人物，既知の人物，
未知の人物が発した音声刺激に対する反応の比較からこれ
を検証する。馬の認知能力，特に人の識別や認識について
明らかにすることによって，馬とのより良い関係を考察す
る。さらには動物介在活動における有効な馬との関係性に
ついて示唆することで，この社会的発展の一助になると考
えられる。
方　　　　法
　本研究は，視覚刺激として与える実験補助者自身の声，
そして馬の管理者，馬にとって既知の者および未知の者の
声をそれぞれ音声レコーダーに記録し，これを実験補助者
がそれぞれ音声刺激として各供試馬に提示した。提示条件
は，馬房内に供試馬がいる状態において個体の呼称を呼び
かける条件（馬房条件），そして供試馬の曳き馬を行い発進・
停止の指示を行う（曳き馬条件）の 2 条件とした。このと
き人物という視覚情報と声による聴覚情報に対する馬によ
る反応から，馬の人の弁別，識別について比較検討した。
　⑴　実験補助者および実験場所
　2 条件において供試馬に対する音声刺激を提示する実験
補助者は，供試馬にとって既知の存在である 21～22 歳（平
均年齢 21.5 歳）の男性 8 名，女性 8 名の計 16 名とした。
全ての実験は東京農業大学厚木キャンパス農学部バイオセ
ラピーセンターにて行った。
　⑵　供試馬
　供試馬は東京農業大学農学部バイオセラピーセンターに
て日常的に飼養管理されているアラブ種（セン馬　17 歳），
アパルーサ種（牝馬　10 歳），北海道和種（セン馬　6 歳）
の計 3 頭とした。
　⑶　実験手続き
　馬に対する指示の音声刺激は，①実験補助者本人，②供
試馬の管理者男女各 1 名分，③以前に供試馬に対峙したこ
とがある既知の男女各 1 名分，④供試馬にとって未知の男
女各 1 名分の計 7 名の音声を使用した。これらの音声刺激
は IC レコーダー（OLYMPUS Voice-Trek V-802）で予め
記録しておき，音声の再生順序は毎回ランダムに設定した。
音声再生時，実験補助者はレコーダーを口の横で持った状
態で声を出さずに口を動かす動作を行った。
　また，馬房，曳き馬の各条件において，音声刺激を提示
した前後の各供試馬の行動を観察するため，ビデオカメラ
を用いて記録を行った。ビデオカメラそのものや撮影手順
は，供試馬に対し事前に十分に馴致の上，実験を行った。
〈馬房条件〉
　馬房内に馬を位置させ，実験補助者は供試馬 3 個体それ
ぞれに対し各個体への呼びかけに関する音声刺激を提示し
た。IC レコーダーに記録した呼びかけの音声刺激は，日常
的に用いられる各供試馬個体の呼称で統一した。馬の行動
を記録するためにビデオカメラ（Panasonic HC-V300M）
を 2 台使用した。1 台は三脚で固定し馬房全体を映すこと
のできる既定の位置に設置し，残りの 1 台は実験補助者自
身に持たせ，馬の目線，耳や首の動きといった詳細な行動
変化を記録した。音声刺激提示後，最低 3 秒間馬の反応を
記録し，3 秒以上音声刺激に対する反応が続いた場合はそ
の反応が終了するまで録画を続けた。
　1 名分の音声再生と映像記録終了後，実験補助者は馬個
体から視覚的に確認できない部屋に移動し 1 分間待機し
た。その後再度馬房の前に立ち，同様の手順を繰り返し 7
名分の音声刺激提示を行った（各供試馬につき計 7 回）。
また，3 頭それぞれの供試馬への音声刺激提示は日をあけ，
別日にこれを同様に行った。
〈曳き馬条件〉
　実験補助者は，各供試馬の曳き馬をパドック内にて右手
前で行い，その馬の発進および停止の指示を音声刺激とし
て提示した。これら音声刺激は日常的な管理に用いている
発進の指示として「いくよ，はい」，停止の指示について
は「止まるよ，ほー」に統一して定めた。また実験補助者
の動作が馬の反応に影響を与えることがないよう，馬の動
きに合わせて歩き，発進の指示の際には統一して片足を 1
歩前に踏み出す動作を加えるよう実験補助者に指示した。
　供試馬を慣れさせるため曳き馬の 1 周目は音声刺激を提
示せず，2 周目から長方形のパドック 1 辺ごとの中点に位
置した際に 1 人分の音声を用いて停止・発進の指示を提示
した。7 人分の音声刺激（計 14 回の指示）が全て終了し
た後，1 周目と同様に何もせず 1 周馬を曳き，実験補助者
自身の声で停止させ，実験を終了した。パドック中央にビ
デオカメラを置き，曳き馬開始から終了までの一連の馬の
行動，音声刺激前後の耳の動き，首の動きを撮影，記録し
行動解析を行った。
　⑷　解析
　記録された映像による行動解析は，馬房条件では音声再
生時における供試馬の耳，首，目線，接近行動といった実
験補助者に対し注意を向ける行動について 4 段階で評価し
点数化した。また曳き馬条件では供試馬が発進および停止
の指示に従ったかどうかを 5 段階，発進，停止指示時の耳，
首の実験補助者に対する注意行動を 4 段階で評価し点数化
した。各行動観察における点数の評価基準は表 1 の通りと
した。評価は供試馬と面識を持ったことのある，馬の行動
161馬の人に対する視覚・聴覚認知に関する研究
に精通した 3 名で行い，平均値を各得点とした。
　この各観察項目における評価得点を用いて，既知の者と
未知の者の音声，馬の管理者の音声，そして実験補助者本
人の音声刺激について，明らかに反応がないと判断された
1 点であった解答を除き一元配置分散分析ならびに多重比
較検定 Tukey 法を用いて比較を行った。また男性・女性
の音声刺激の比較について Wilcoxon signed-ranks test を
用いて比較を行った。全ての結果は平均値±標準偏差で示
した。
結　　　　果
　馬房条件において，既知の者，未知の者，馬の管理者，実
験補助者本人の音声刺激の 4 群間で比較した結果，首の動
きを除き，耳（P＜0.01），目線（P＜0.05），接近行動（P＜
0.01）に有意な点数の違いがみられた。耳の動きは，本人
の音声 3.36±0.7 点および馬管理者の音声 3.53±0.7 点と比
較したとき，その他既知の者は 3.23±0.8 点，未知の者の
音声は 3.18±0.7 点と有意に既知，未知の者に対する点数
が低かった（Tukey, P＜0.05，図 1）。また，目線の動きは，
既知の者が 2.86±0.8 点であるのに対し，未知の者の音声
刺激に対する反応は 3.42±0.7 点と有意に未知の者が高い
点数となった（Tukey, P＜0.01，図 1）。さらに接近行動で
は，未知の者 2.0±0.9 点と比べ，管理者 3.98±0.5 点，既
知の者 3.73±0.8 点そして実験補助者本人が 3.5±0.9 点と
有意に未知の者の音声刺激より高い点数となった（Tukey, 
P＜0.01，図 1）。男女の音声刺激に対する行動差異は，接
近行動にのみ見られ，男性の音声刺激に対しては 1.2 ± 0.4
点に対し，女性は 1.4 ± 0.3 点と有意に女性の音声刺激に
対する反応の点が高かった（Wilcoxon, P＜0.05）。
　また，曳き馬条件における行動の点数は，馬房条件と同
様に既知の者，未知の者，馬の管理者，実験補助者本人の
音声刺激の 4 群間について一元配置分散分析で比較を行っ
たところ，耳の動きおよび首の動き，発進時の曳き手への
反応には有意な差が見られなかった。しかし停止時の曳き
手に対する反応にのみ有意な差が見られ，実験補助者の音
声は 4.19±0.7 点，管理者および既知の者は 4.33±0.6 点で
あるのに対し，未知の者は 4.10±0.8 点と有意に未知の者の
音声刺激に対する反応の点が低かった（Tukey, P＜0.05）。
なお，曳き馬条件では男女の音声刺激に対する行動差は，
いずれの行動観察項目の比較においてもみられなかった。
考　　　　察
　馬房条件において耳の動き，目線，接近行動における違
いが見られ，なかでも既知の者と未知の者の音声刺激に対
する反応に明確な違いを示した本研究の結果から，馬は人
の発する音声を弁別していることが明らかとなった。さら
に，馬の管理者の音声刺激に対する行動的な反応は接近行
動において高い得点が得られ，また曳き馬の条件下におい
ても管理者の音声指示刺激における反応性が高く，既知の
表 1　各行動観察項目および評価基準
図 1　馬房条件における行動比較
耳の動き，目線，首，接近行動について，左から馬の管
理者，既知の者，未知の者そして実験補助者の音声刺激
に対する点数　Tukey 多重比較検定　** P＜0.01，* P＜0.05
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者なかでも日常的に管理をしている者の音声を的確に記憶
していると考えられた。馬は記憶力に優れている動物であ
る。Hanggi ら9） は 6 年以上も前に行った 2 選択 5 種類の
刺激対の弁別課題を再度馬に提示したところ，ほぼすべて
の刺激対において正当したと報告しており，馬が人の発す
る音声に対して極めて敏感であり，またこの音声を記憶す
ることが十分に可能であるといえる。本研究の結果からさ
らに，馬はより関わりの深い関係性もつ管理者の声を識別
と記憶をすることが示唆された。
　また，音声刺激の受容器である耳の動きは，未知の者と
比較したとき，管理者，既知，そして実験補助者本人の音
声刺激に対してより高い反応を示し，また一方で視覚刺激
の受容としての目線の動きは，既知の者よりも未知の者に
対する反応が高く，注視する傾向があった。馬は相対する
人物像に対して音声刺激と視覚刺激を統合し，その人物を
判断していると考えられる。リスザルおよびフサオマキザ
ルを対象とした声色と人認識に関する桒畑ら10） の研究で
は，声を聞いた後の注視行動を検証することによってこの
関連性を検討している。本研究の実験条件で得られた結果
から，馬は人物の認知において，音声刺激と視覚刺激の不
一致を認識し，この不一致を違和感として捉えている可能
性があり，馬が人物を識別する際，視覚と聴覚からの情報
を関連付けて統合することで人物を特定化するものと考え
られる。そして，耳の動きは管理者を含む既知の者に対す
る反応が高く，また以前に面識のない未知の者の認識には
目線をより向けたことから，馬は人を認知する際，まず聴
覚情報にしたがって記憶に定着している既知の者の音声を
判断し，そして視覚情報との一致性を求めると推察でき，
特に認知過程においてその統合性に違和感を得た場合や，
今までに聴覚情報および視覚情報を得たことのない人物の
認識には，認知情報を得るために特に視覚を用いると考え
られる。
　また，馬房条件では性別による音声刺激の反応差が認め
られた。ヒトの可聴音域は 20 Hz～20 kHz であるのに対し，
ウマの可聴音域は 55 Hz～33.5 kHz 付近とされ，ヒトより
も高音域に広がっている。特に 1 kHz～16 kHz の範囲の音
に対して最も敏感であり，これは多くの哺乳類よりも広い
範囲である1）。この女性の声により反応を示した要因は，
馬のもつ可聴音域に対し，女性の声質すなわち比較的高い
周波数領域を好む傾向，あるいは対象とした馬の日常的な
管理者には女性が多いことから，学習による影響とも考え
られる。しかし，馬の聴覚を用いた人の認知において，馬
は人の性別を識別できることが示唆され，また同性の中か
らさらに関わりの深い人物の声を聞き分けることができる
高い弁別能力を有していると考えられる。なかでも特に記
憶にすでに定着した人物の認知には音声情報を優先すると
考えられる。
　さらに，馬房内と曳き馬の 2 つの条件下を比較したとき，
人に対する耳や首の動きといった認知反応が曳き馬条件で
は差がみられなかったことから，馬は状況や立場によって
人に向ける注意が異なると考えられる。本研究における馬
房条件は，馬にとって人に従う義務がない場所と時間であ
り，特に積極的に人とコンタクトを取る必要性がない環境
であった。一方，曳き馬条件では，人の横に付き歩くとい
う曳き手に従うべき状況下であり，発進や停止の指示を与
えられていることから，人物の認知よりも状況認知と行動
を優先するものと思われる。このように馬は立場や状況を
も認知しているとも推察でき，馬の注意の度合いが人物を
弁別する際に影響を与えているとも考えられる。
　本研究の結果から馬は人ならびに状況・環境を認知し，
特に人物の認知ではその馬個体と関わりの深い人物ほど確
実に識別しており，この際，聴覚からの情報が重要である
ことが示唆された。そしてこの認知過程には第一に耳から
の音声という聴覚情報を受容し，特に未知の者など認識が
なく情報の一致性がない場合，視覚情報を用いてこの統合
を行い，順次各行動に移行するものと考えられた。これら
のことから，馬との相互関係において人が馬に積極的に声
をかけることは，動物介在療法など様々な活動下において
関わる者に関する馬の認識を強め，あるいは信頼関係とい
う領域を築く上で特に重要性が高いものと考えられる。さ
らにはトレーニングを含む人と馬との関係性の構築とその
深化にとっても，特に聴覚への情報の入力が重要であると
考えられる。反応の違いは馬の気質，年齢，発達，学習と
いった要因が関わるが，これらの要因を加味しその馬に
あったトレーニング，日常的な管理を行うことによって，
動物介在療法をはじめとした福祉的活動で使用する馬の育
成も効率的になると考えられる。馬との日常的な関係性の
中で得られた馬の人の認知に関する本研究の結果は，馬と
人との関係を応用させた動物介在療法，活動，教育といっ
た福祉的な活動の実施において，対象者，サポートをする
者ともに事前に十分な音声認識を馬にさせておくことの重
要性を示唆し，実際の活動プログラム内容に対しても一助
を与えると考えらえる。
結　　　　論
　本研究の結果から，馬は人の識別において声による聴覚
情報を十分に活用し，また人の対象を明確に認識，記憶し
ている事が明らかとなった。聴覚からの情報が人の認知に
影響を及ぼすと考えたとき，日常的な馬の管理，トレーニ
ングまたふれあいの中での声かけが，馬とのより良い関係
性を築く上で重要であることが示唆され，また馬は長い時
間を共にし，深い関係にある人物の情報ほど識別し，重要
視していることが明らかとなった。これら馬の人認知に関
する本研究の結果は，乗馬療法をはじめとした福祉的な活
動を行う際，対象者，サポートをする者ともに事前に十分
な音声認識をさせ，馬との関係性を深めておくことで，実
際の活動プログラム内容をより高い効果をもたらすことが
できると考えらえる。
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A Study of Visual and Auditory Cognitive Functions
of Horses observed in Human-Horse Interactions
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Summary：Horses as domestic animals have always played an  important role  in human society.    In 
recent years, new relationships between humans and horses are developing  in  the  field of Animal 
Assisted Therapy.   However,  only  few scientific  studies  report  cognitive  functions of horses  in  the 
therapy, and reliable approaching techniques need to be established.   This study was conducted with 
three horses  to clarify  the effects of visual and auditory cognitive  functions  in  interactions between 
humans and horses.   The behavior of each horse was examined when verbal  stimulation of various 
human voices from unknown and known people, including a breeder and an examiner, was presented to 
the horses.   The results showed that  their ear and eye movements and approaching actions  towards 
humans differed significantly with each voice stimulation.  The ear movements indicate that the horses 
paid more attention to both the voice of  the breeder and other known people,  including the examiner, 
than to unknown people.   Concerning the eye movements,  the horses gazed at unknown people more 
frequently than at known people.  The frequency of approaching behaviors of the horses responding to 
the voices of known people,  including  the breeder and  the examiner,  also demonstrated  significant 
differences  in comparison to unknown people.   These results suggest  that the horses discriminate and 
memorize humans by using their visual and auditory cognition.   The horses use auditory  information 
more  frequently when  recognizing known people,  and  they use visual  information  and  cognitive 
integration for recognition of unknown people.
Key words：Horse (Equine), cognitive function, visual, auditory sense, behavior
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